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運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
十
七
年
四
月
に
発
生
し
た
Ｊ
Ｒ
西
日
本
福
知
山
線
列
車
脱
線
事
故
を
は
じ
め
と
す
る
事
故
や
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
に
お
け
る
各
種

ト
ラ
ブ
ル
等
の
運
輸
分
野
に
お
け
る
事
故
、
ト
ラ
ブ
ル
等
の
発
生
を
背
景
と
し
て
、
運
輸
の
安
全
性
の
向
上
を
図
る
た
め
「
運

輸
の
安
全
性
の
向
上
の
た
め
の
鉄
道
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
（
以
下
、
「
運
輸
安
全
一
括
法
」
と
い
う
。
）

が
、
第
一
六
四
回
国
会
に
お
い
て
成
立
し
、
平
成
十
八
年
十
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
運
輸
事
業
者
が
構
築

し
た
安
全
管
理
体
制
を
記
載
す
る
安
全
管
理
規
程
及
び
安
全
統
括
管
理
者
等
の
選
任
に
つ
い
て
の
国
土
交
通
大
臣
へ
の
届
出

が
、
運
輸
事
業
者
に
対
し
て
義
務
付
け
ら
れ
た
。

ま
た
、
こ
れ
に
対
応
し
て
、
国
土
交
通
省
は
、
安
全
管
理
規
程
に
記
載
さ
れ
た
運
輸
事
業
者
の
安
全
管
理
体
制
の
運
用
状
況

を
確
認
す
る
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
評
価
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
平
成
十
八
年
十
月
十
八
日
及
び
十
九
日
に
は
Ｊ
Ｒ
西
日

本
に
対
し
て
、
十
一
月
十
四
日
及
び
十
五
日
に
は
Ｊ
Ａ
Ｌ
に
対
し
て
、
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
評
価
を
実
施
し
て
い
る
。

以
上
を
踏
ま
え
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

運
輸
安
全
一
括
法
に
よ
っ
て
、
各
事
業
者
に
対
し
て
安
全
管
理
規
程
及
び
安
全
統
括
管
理
者
の
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
ら
の
届
出
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

一



二

各
事
業
者
に
対
し
て
国
土
交
通
省
が
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
評
価
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
評
価
に
お
い
て
、
国
土
交
通
省
は
ど
の
よ
う
な
点
を
重
視
し
て
評
価
を
実
施
す
る
の
か
。
ま
た
、
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
評
価
の
対
象
と
な
る
事
業
者
は
ど
の
程
度
あ
る
の
か
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
事
業
者
に
対
す
る
評
価
は
、
今
後
ど
の

よ
う
な
日
程
で
行
わ
れ
る
予
定
な
の
か
、
既
に
実
施
済
み
も
含
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

平
成
十
八
年
十
月
十
八
日
及
び
十
九
日
に
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
対
す
る
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
評
価
が
実
施
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
評
価
結
果
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
安
全
管
理
体
制
や
安
全
確
保
に
向
け

た
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
同
社
に
お
い
て
は
福
知
山
線
列
車
脱
線
事
故
の
よ
う
な
悲
惨
な
事
故
は
再
び
起
き
る
こ
と
が
な
い

と
評
価
で
き
る
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

平
成
十
八
年
十
一
月
十
四
日
及
び
十
五
日
に
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
に
対
す
る
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
評
価
が
実
施
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
そ
の
評
価
結
果
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
同
社
に
お
い
て
は
頻
発
し
た
機
材
不
具
合
や
ヒ
ュ
ー
マ

ン
エ
ラ
ー
を
原
因
と
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
再
び
起
き
る
こ
と
が
な
い
と
評
価
で
き
る
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

平
成
十
八
年
十
一
月
二
十
七
日
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
対
し
て
も
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
評
価
が
実
施
さ
れ
た
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本

管
内
に
お
い
て
は
、
過
去
、
「
三
鷹
事
件
」
（
平
成
十
一
年
九
月
か
ら
翌
年
一
月
に
か
け
て
Ｊ
Ｒ
東
日
本
三
鷹
電
車
区
に
お

二



い
て
発
生
し
た
、
Ｊ
Ｒ
総
連
に
加
盟
す
る
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
役
員
等
が
、
Ｊ
Ｒ
連
合
に
加
盟
す
る
Ｊ
Ｒ
グ
リ
ー
ン
ユ
ニ
オ
ン
の

組
合
員
と
交
流
し
た
運
転
士
で
あ
る
組
合
員
に
対
し
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
を
脱
退
さ
せ
た
う
え
、
集
団
で
執
拗
な
嫌
が
ら
せ
や
、

悪
質
な
運
転
妨
害
を
し
た
事
件
）
、
続
い
て
「
浦
和
事
件
」
（
平
成
十
二
年
十
二
月
か
ら
翌
年
に
か
け
て
Ｊ
Ｒ
東
日
本
浦
和

電
車
区
に
お
い
て
発
生
し
た
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
役
員
等
が
Ｊ
Ｒ
グ
リ
ー
ン
ユ
ニ
オ
ン
の
組
合
員
と
交
流
し
た
運
転
士
で
あ
る
組

合
員
に
対
し
、
組
合
脱
退
及
び
退
職
を
強
要
し
、
職
場
で
長
期
間
に
わ
た
り
組
織
的
か
つ
執
拗
な
追
及
を
受
け
、
運
転
に
も

支
障
を
き
た
し
た
事
件
）
、
さ
ら
に
、
「
佐
久
事
件
」
（
平
成
十
五
年
五
月
か
ら
発
生
し
た
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
役
員
を
務
め
て

い
た
Ｊ
Ｒ
東
日
本
長
野
支
社
の
運
転
士
が
、
平
成
十
五
年
五
月
十
日
か
ら
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た
Ｊ
Ｒ
東
労
組
運
輸
車
両
部

会
常
任
委
員
会
で
組
織
破
壊
行
為
を
行
な
っ
た
と
の
理
由
で
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
役
員
か
ら
集
団
で
脅
迫
、
暴
行
を
受
け
て
精
神

的
病
理
に
陥
っ
た
と
し
て
告
訴
し
た
事
件
）
、
最
近
で
は
、
「
長
岡
事
件
」
（
平
成
十
七
年
四
月
二
十
四
日
深
夜
に
発
生
し

た
Ｊ
Ｒ
東
日
本
新
潟
支
社
の
運
転
士
四
人
が
勤
務
中
の
高
崎
支
社
の
車
掌
三
人
に
暴
行
し
、
肋
骨
を
折
る
な
ど
の
被
害
を
与

え
、
八
月
に
長
岡
警
察
署
が
傷
害
容
疑
で
書
類
送
検
し
た
事
件
）
が
発
生
し
て
い
る
。
い
ず
れ
の
事
件
も
鉄
道
の
安
全
安
定

輸
送
に
直
接
係
わ
り
、
乗
客
の
命
を
預
か
る
運
転
士
や
車
掌
に
対
し
て
集
団
で
の
執
拗
な
嫌
が
ら
せ
、
運
転
妨
害
、
脅
迫
、

暴
行
と
い
う
一
般
社
会
に
お
い
て
も
あ
る
ま
じ
き
行
為
が
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
い
う
限
ら
れ
た
会
社
組
織
の
中
で
繰
り
返
し
発
生

三



し
た
。
こ
れ
ら
の
運
転
士
や
車
掌
へ
の
嫌
が
ら
せ
、
運
転
妨
害
、
脅
迫
、
暴
行
な
ど
の
行
為
は
往
来
危
険
罪
に
該
当
す
る
危

険
行
為
で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
経
営
者
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
社
員
で
あ
る
被
害
を
受
け
た
当
該
運
転
士
や
車
掌
を
安
全
に
仕

事
が
で
き
る
よ
う
保
護
す
る
こ
と
な
く
、
労
働
契
約
に
付
随
す
る
安
全
配
慮
義
務
違
反
の
責
任
を
免
れ
な
い
と
認
識
す
る
。

そ
の
う
え
で
、
警
察
庁
は
、
こ
れ
ら
の
四
つ
の
事
件
を
刑
事
事
件
と
し
て
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。
と
り
わ
け
、
平

成
十
八
年
十
月
二
十
五
日
の
衆
議
院
国
土
交
通
委
員
会
で
、
米
村
敏
朗
警
察
庁
警
備
局
長
が
答
弁
し
た
Ｊ
Ｒ
総
連
及
び
Ｊ
Ｒ

東
労
組
へ
相
当
浸
透
し
て
い
る
と
さ
れ
る
革
マ
ル
派
と
事
件
と
の
係
わ
り
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
把
握
、
認
識
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
国
土
交
通
省
は
、
こ
れ
ら
の
四
つ
の
事
件
を
、
鉄
道
の
安
全
安
定
輸
送
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
事
件
と
し

て
ど
の
よ
う
に
把
握
、
認
識
し
て
い
る
の
か
。
さ
ら
に
、
監
督
官
庁
で
あ
る
国
土
交
通
省
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
対
し
て
今
後

同
様
の
事
件
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
、
ど
の
よ
う
に
指
導
、
助
言
し
て
き
た
か
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六

過
去
、
国
土
交
通
省
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
経
営
者
に
対
し
て
、
山
下
�
洲
夫
議
員
の
質
問
主
意
書
の
答
弁
（
内
閣
参
質
一
六

四
第
五
三
号
平
成
十
八
年
五
月
十
二
日
）
で
政
府
も
認
め
て
い
る
革
マ
ル
派
の
浸
透
問
題
に
つ
い
て
指
導
、
助
言
し
た
こ
と

は
あ
る
の
か
。
あ
る
と
す
れ
ば
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
な
い
と
す
れ
ば
鉄
道
の
安
全
安
定
輸
送
に
係
わ
る
重
大
な

問
題
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
指
導
、
助
言
し
な
い
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四



七

冬
柴
鐵
三
国
土
交
通
大
臣
は
、
平
成
十
八
年
十
月
二
十
五
日
の
衆
議
院
国
土
交
通
委
員
会
で
、
労
使
関
係
や
Ｊ
Ｒ
東
労
組

等
へ
の
革
マ
ル
派
の
浸
透
の
問
題
と
、
監
督
官
庁
と
し
て
の
鉄
道
事
業
者
へ
の
指
導
等
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
「
国
土
交
通

省
と
し
て
は
、
仮
に
鉄
道
輸
送
の
安
全
に
係
わ
る
よ
う
な
問
題
が
生
じ
て
く
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
の
と
き
に
は
適

切
に
対
処
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
答
弁
し
た
が
、
未
だ
鉄
道
輸
送
の
安
全
に
係
わ
る
よ
う
な
問
題
が
生
じ
て
い

な
い
と
す
る
理
由
、
そ
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
根
拠
は
何
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
お
け
る
三
鷹
事

件
、
浦
和
事
件
、
佐
久
事
件
、
長
岡
事
件
は
い
ず
れ
も
安
全
に
深
く
係
わ
る
問
題
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、

「
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
評
価
」
に
お
け
る
「
経
営
ト
ッ
プ
・
現
場
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
確
保
」
に
関
連

し
て
、
国
土
交
通
省
は
、
監
督
官
庁
と
し
て
Ｊ
Ｒ
東
日
本
経
営
者
に
対
し
厳
し
く
指
導
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
見
解

は
ど
う
か
。
具
体
的
な
指
導
、
助
言
の
時
期
、
方
法
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
ら
鉄
道
輸
送
の

安
全
に
係
わ
る
よ
う
な
問
題
と
す
る
の
か
、
そ
の
判
断
基
準
及
び
判
断
基
準
と
す
る
具
体
的
な
事
象
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

八

国
土
交
通
省
は
、
平
成
十
八
年
十
一
月
二
十
七
日
に
実
施
し
た
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
対
す
る
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
評
価
に

お
い
て
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
に
お
け
る
安
全
安
定
輸
送
に
係
わ
る
最
大
の
問
題
で
あ
る
革
マ
ル
派
浸
透
問
題
に
つ
い
て
指

五



導
、
助
言
し
た
形
跡
が
見
ら
れ
な
い
が
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

九

国
土
交
通
省
は
、
山
下
�
洲
夫
議
員
の
質
問
主
意
書
の
答
弁
（
内
閣
参
質
一
六
四
第
五
三
号
平
成
十
八
年
五
月
十
二
日
）

で
、
政
府
も
認
め
て
い
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
内
の
革
マ
ル
派
の
存
在
、
浸
透
に
つ
い
て
同
様
の
認
識
で
あ
る
か
ど
う
か
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。
認
識
が
違
う
と
す
れ
ば
閣
内
不
一
致
と
断
言
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
ど
う
か
。

十

山
下
�
洲
夫
議
員
の
質
問
主
意
書
の
答
弁
（
内
閣
参
質
一
六
四
第
五
三
号
平
成
十
八
年
五
月
十
二
日
）
並
び
に
平
成
十
八

年
十
月
二
十
五
日
衆
議
院
国
土
交
通
委
員
会
に
お
け
る
米
村
敏
朗
警
察
庁
警
備
局
長
答
弁
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
に
お
い
て
浸
透
し
て
い
る
革
マ
ル
派
に
対
し
て
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
経
営
者
は
積
極
的
に
そ
の
問
題
解
決
に
向
け
て
尽
力
し

て
い
る
と
国
土
交
通
省
は
評
価
し
て
い
る
か
、
否
か
。
評
価
し
て
い
る
と
す
れ
ば
そ
の
理
由
、
評
価
し
て
い
な
い
な
ら
ば
そ

の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

十
一

Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
お
い
て
浸
透
し
て
い
る
革
マ
ル
派
問
題
の
解
決
に
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
国
土
交
通
省
、
警
察
庁
の
三
者
が

そ
れ
ぞ
れ
持
ち
得
る
情
報
を
交
換
し
、
一
体
と
な
っ
て
そ
の
問
題
解
決
に
あ
た
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。

十
二

政
府
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
お
い
て
浸
透
し
て
い
る
革
マ
ル
派
問
題
に
つ
い
て
、
政
府
の
持
ち
得
る
全
て
の
力
を
結
集

六



し
、
鉄
道
の
安
全
安
定
輸
送
問
題
、
並
び
に
国
家
の
治
安
問
題
と
位
置
づ
け
解
決
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
は
ど

う
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

七


